労働災害防止取組計画作成報告　（様式例と記載例）


[bookmark: _GoBack]　愛知労働局長　殿	平成２９年　　月　　日

	企業名
	代表者職氏名	㊞

	労働災害削減目標

　平成２９年の労働災害件数を対前年比○○％削減する




· 労働災害の発生状況と課題


· チェックリストの実施結果


↓　以下の表は別紙にして横置きにする。取組項目は例であるので、チェックリストや企業でのこれまでの取組状況等に応じて適宜項目を設定すること。
		取組項目
	取組状況（取組月○、当初目標月◎、改善月●）
	具体的な実施予定事項

	
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	3
	

	①経営トップによる安全衛生方針の周知
	◎
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	経営トップによる安全衛生方針の表明と内外への周知（企業ＨＰへの掲載、店内掲示など）を行う。また、全労働者に安全宣言を推奨し、労働者アンケートによる安全意識度を向上させる。

	②安全衛生方針に基づく社内基準・規定の整備と運用
	
	
	
	
	
	
	
	◎
	
	
	
	
	安全衛生方針に基づいて、安全対策に係る経営資源の投入判断や、店舗の新設、設備機器の配置、器具の選定等について、経済性・効率性・デザイン性重視に偏重することなく、労災防止の観点からのチェックが行われるよう社内基準・規定の整備と運用を行う。

	③労働災害分析に基づく作業マニュアルの見直し･検討
	
	
	
	
	
	◎
	
	
	
	
	
	
	労働災害分析に基づくマニュアルを作成する。

	④店舗における４Ｓ活動の実施
	
	
	
	
	
	◎
	
	
	
	
	
	
	４Ｓ当番制を導入し、転倒災害件数を減少させる。

	⑤店舗における安全管理体制の充実
	
	
	
	
	
	◎
	
	
	
	
	
	
	安全推進者を全店舗へ一人配置する。

	⑥労働災害分析に基づく安全衛生教育の見直し・検討
	
	
	
	
	
	
	
	
	◎
	
	
	
	労働災害分析結果を踏まえた安全衛生教育の見直しを行う。

	⑦店舗に対する災害防止指導の充実
	
	
	
	
	
	
	
	◎
	
	
	
	
	店舗指導チェックリストに労働災害防止項目を追加設定

	⑧火傷対策の充実（フライヤー周辺器具の改善等）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	◎
	
	有効な再発防止対策を導入し、同種災害及びヒヤリハット件数を減少させる。

	⑨転倒対策の充実（床の改修等）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	◎
	
	有効な再発防止対策を導入し、同種災害及びヒヤリハット件数を減少させる。

	⑩交通労働対策の充実（デリバリー交通安全教育等）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	◎
	
	有効な再発防止対策を導入し、同種災害及びヒヤリハット件数を減少させる。

	⑪見える化活動の実施
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	◎
	
	有効な見える化活動を実施し、労働者アンケートによる環境改善実感度を向上させる。

	⑫その他対策の充実
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	◎
	
	バックヤードの厨房における一酸化炭素中毒防止のための有効な対策を導入する。



